
 

   

 

 

平素は、菅原小学校の教育活動にご理解、ご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

今年は、平年に比べて、８日早く梅雨入りしたと発表されました。梅雨入り後すぐの６月２日

には、台風や前線の影響により、東日本や西日本の太平洋側で「線状降水帯」が相次いで発生す

るなど、激しい雨が降り続き、記録的な大雨となりました。そして、枚方市にも警報が発令され

本校でも集団下校や引き取り等の措置をとり、また５年生につきましても、宿泊学習からの少し

早めの帰校といたしました。それらの措置につきまして、保護者の皆様には、引き取り等のご対

応をいただき、誠にありがとうございました。 

 

さて、令和５年度が始まり、約２か月が過ぎました。子どもたちは、学習に熱心に取り組むと

共に、多くの子どもたちが、休み時間等でもグラウンドや中庭で先生たちと一緒に、様々な遊び

や活動等に取り組み、いつも元気に過ごしています。特に外遊びでは、運動能力の基礎となる運

動感覚の発達を促したり、友だちと遊ぶことでコミュニケーション能力を培ったり、ルールのあ

る遊びを経験することで社会性を養ったりと、さまざまな能力を身につけることができます。 

 

６月１日（木）、２日（金）に実施いたしましたは５年生の宿泊学習では、日常の学校生活や

家庭生活から離れ、自然体験や生活体験などの体験活動や、友だちや先生と寝食を共にする活動 

を通して、学校の教室の中では体験できないようなことを直接体験したり、雄大な自然や本物の 

教材を目の前にしたりして学習することができたと思います。また、色々な係や役割等、任され

たことをしっかりと責任を持って行動することや友だちと一緒に生活することで協力し合うこと

や尊重し合うこと、協調性や忍耐力等を学ぶことが出来たと思います。 

 

その他の学年の校外学習（遠足）についても、５月には、４年生や 

１年生で実施し、６月には、２，３，６年生についても、順次、実施 

いたします。子どもたちが楽しみにしている学年行事の１つであり、 

子どもたちが持つ「五感」を通して、様々なことを感じ取り、思考を 

活性化させ、学ぶことの喜びや意欲等も生み出す良い機会となります。 

子どもたちにとって、楽しく、良い思い出となるよう 

努めたいと思います。 

 

子どもの頃の体験(活動)を通して育む力 
 

   

 

 
第３号 

 

教育目標『よく学び、よく遊び、思いやりの心を大切にする菅原小の子どもたち』 

 

令 和 5年 6月 8日 

 

枚方市立菅原小学校 

校 長 牧 野  好 秀 
 

 



令和２年度青少年の体験活動に関する調査研究結果報告 

～21世紀出生児縦断調査を活用した体験活動の効果等分析結果について～ 

 

２万人以上の子ども(0歳から18歳まで)を追跡調査したデータを用いて、子どもの頃の 

「体験」が、その後の成長に及ぼす効果を分析された結果が掲載されています。その一部 

をご紹介いたします。           

  

 

学校の様々な活動（委員会活動・係活動・行事等の体験活動）についても、学習や日常生活 

で得た知識や思考を働かせ、人間関係構築力やコミュニケーション能力等を育てたりする大切 

な場と考えています。児童の皆さんが、学校や日々の生活の中で行う活動を「子どもたちを育 

てるチャンス」ととらえ、取組みを進めていきたいと考えています。 

人との関わりを通して気づき、考え、行動する子どもの育成を図り、また「優しさ」や「思 

いやり」の心も育んでいきたいと考えています。今後も、子どもたちが生き生きと活動してい 

けるよう、家庭及び地域の皆様と連携し、教育活動の充実に取り組んでまいります。 

ご理解、ご協力をいただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

≪ お知らせ・お願い ≫  

◆登下校時の菅原校区見守り隊の方々による子どもたちの見守り、安全誘導について 

・何らかの災害や気象警報等により登校時刻や下校時刻が急な変更となった場合、通常 

通り、見守り隊の方々による見守り等が出来ない場合があります。 

その場合の登校時刻や下校時刻については、 

保護者の方へ、学校よりミルメールにて 

連絡いたします。よろしくお願いいたします。 

 

（1） 小学生の頃に体験活動 （自然体験、社会体験、文化的体験）や読書、お手
伝いを多くしていた子供は、その後、高校生の時に自尊感情（自分に対し
て肯定的、自分に満足しているなど）や外向性（自分のことを活発だと思
う）、精神的な回復力（新しいことに興味を持つ、自分の感情を調整する、
将来に対して前向きなど）といった項目の得点が高くなる傾向が見られま
した。 

 
（2） 小学生の頃に異年齢（年上・年下）の人とよく遊んだり、自然の場所や空

き地・路地などでよく遊んだりした経験のある高校生も上記と同様の傾向
が見られました。 

 
（3） 経験した内容(体験活動や読書、遊び、お手伝い)によって影響が見られる

意識や時期が異なることから、一つの経験だけでなく、多様な経験をする
ことが必要であるということも見えてきました。 

 
（4） 小学校の時に体験活動などをよくしていると、 

家庭の環境に関わらず、高校生の時に自尊感情 
や外向性、精神的な回復力といった項目の得点 
が高くなる傾向が見られました。 

 


